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資料６－１



１．核燃料施設等におけるCAP活動の現状認識

・本庁が実施したＭＯにおいては、ＣＡＰの実施に伴い所内における安全意識が涵養さ

れてる旨の意見を得ているものの、一部の規制事務所検査官からは、

事務局がまとめた資料を確認するだけの場に見える。活発な活動状況とはいえない

ＣＡＰを開始してから時間がたっていないため、まだ不適合管理とＣＡＰがなじんで
いない

別の予定が優先されＣＡＰが延期されることが多く、会議の位置づけは薄いと感じた

との意見もでている。
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このため、規制庁では以下の取組を実施している
・CAP活動に関する疑問点等を事業者アンケートを通じて確認
・米国核燃料施設におけるCAP活動の状況をNRC職員を通じて情報収集、共有

⇒本日はこれらの状況について紹介する



①アンケートを通じて得た事業者の疑問点

Ｑ１事業所内のＣＲ情報を収集することで、トラブルの原因となる組織的な弱みを把握し、未然防
止活動を行いたい。その際、どのようなCR情報の分析が有効なのか知りたい。

Q２原子力規制検査において、ＣＡＰ情報のインプットの件数が少ないことを以て、ＣＡＰ活動が低
調であるような印象を持たれるケースが見受けられる。不適合の発生件数の増減の傾向、取
り扱っている。ＣＡＰ情報の質等を踏まえて、事業者のＣＡＰ活動の有効性を評価するべきだと
思うが、如何か。

Q３動きのある事業所にとっては、日常的に色々と改善情報等が挙がり、CAP活動は有意義なも
のと考えるが、活動がほとんどない施設（廃止措置施設等の廃棄物の管理が主な施設）にお
いては、施設が静的状態であることから業務改善内容を見いだすことが逆に難しく、悩ましい
時がある。その場合、どのような視点に切り替えて業務改善内容を見いだしたらよいかアドバ
イスを頂戴したい。
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Ｑ１ 事業所内のＣＲ情報を収集することで、トラブルの原因となる組織的な弱みを把握し、未然防止活動を
行いたい。その際、どのようなCR情報の分析が有効なのか知りたい。

A1 例えば、米国のNUREG2154（Acceptability ｏf Corrective Action Programs for  Fuel Cycle 
Facilities） 5.3 Significance Assessment and Casual Evaluation には、下記の内容を評価条件とするこ
とが重要とされています

・従業員、一般公衆、環境への影響があるもの

・規制要件を満たす上での重要性があるもの

・原子力安全に関する重要な設備の信頼性、保守性への影響があるもの

・再発防止対策、再発の可能性があるもの

・特定の事象以外への波及的影響を与える可能性があるもの

具体的には、①未然防止対策として他施設での経験の反映、②不適合の判定やその他事象の把握、

③その原因を明らかにして是正処置を行い、再発や類似事象の発生を防止、④それらのデータの分析か

ら組織的な弱みを抽出する、といった品質管理基準規則で要求している事項に沿った対応が有効かと考

えます

対応の考え方
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（参考）NUREG-２１５４



Ｑ２ 原子力規制検査において、ＣＡＰ情報のインプットの件数が少ないことを以て、ＣＡＰ活動が低
調であるような印象を持たれるケースが見受けられる。不適合の発生件数の増減の傾向、取り
扱っている。ＣＡＰ情報の質等を踏まえて、事業者のＣＡＰ活動の有効性を評価するべきだと思うが、
如何か

Ａ２

・NRCにおいて、CAPの活動状況を確認するガイドとして、IP88161（核燃料サイクル施設における是正措置プログラム
（CAP）の実施)があり、以下の視点が記載されています。

当該ガイドにおいては、検査の視点として以下が掲げられています。

①CAPの運営組織には、保安規定に基づく保安担当部門が参加しているか

②CAPの権限について文書化されているか

③組織の大きさ、安全上の重要度と釣り合う評価が実施されているか

④パフォーマンスが悪い方向に向かっていないか分析されているか

・規制庁としては、③の視点や、CAP活動によって設備や活動の改善に効果が発揮されているか、技術的に適切な議

論が出来ているかを確認しており、この視点は検査官とも共有しています。
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③

④

（参考）IP88161



Ｑ３ 動きのある事業所にとっては、日常的に色々と改善情報等が挙がり、CAP活動は有意義なも
のと考えるが、活動がほとんどない施設（廃止措置施設等の廃棄物の管理が主な施設）において
は、施設が静的状態であることから業務改善内容を見いだすことが逆に難しく、悩ましい時がある。
その場合、どのような視点に切り替えて業務改善内容を見いだしたらよいかアドバイスを頂戴した
い。

Ａ３

例えば、静的施設の視点として以下が考えられます。

・他の静的状態の施設において発生した事例を収集、自らの施設に当てはめて、改善
を検討

・最近の不適合の三大要因（ボルトの締付け不足、異物管理、取替部品（変更管理））
に関係しそうなパトロール情報

・訓練反省事項

・協力会社からの改善意見

など
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２．その他の活動

①発電炉のCAP会議の状況調査（計画中）

→日本原子力発電の協力のもと、９月上旬に東海第二発電所のCAP会議への
傍聴を実施予定

②ＰＩ＆Ｒチーム検査による助言（計画中）

→本年秋頃、実用発電炉のＣＡＰを検査しているＰＩ＆Ｒチームが核燃料施設の
CAP会議の観察を実施し、必要に応じて助言予定
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